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 南街･桜が丘地域の放射線量測定結果及びその考察 

                             東大和市立南街公民館  

                             南街･桜が丘地域防災協議会 

                              平成２４年０３月３１日 

１． 序 

   南街公民館の「街づくり懇談会」活動の一環として、南街･桜が丘地域防災協議会が東京都

からの「地域の底力再生事業助成金」を利用して、放射線量計を購入し、第二小学校 PTA    

及び第二地区青少対策委員会の協力を得て、平成２３年７月末より当該地域の主に公園を中心

にした放射線量及び地域内の道路側溝の放射線量の測定を行って来ましたが、ここに平成２４

年３月３１日迄の測定結果及び放射線関連事項を以下の通り纏めましたので報告致します。  

 

２． 測定結果の総括 

   下記報告の通り該当地域の公園及び道路側溝の放射線量の値は「０．１XXμSv／ｈ」以下

の為、今後福島原発で新たな異常な現象の発生がないとの前提条件で、現状に於いてほぼ全域

で放射線量は特段に心配する様な大きな値は計測されませんでしたが、 

   一部地域の個人宅の敷地内の雨樋の下で「マイクロスポット」として、 

● ０．２５～０．６７μSv／ｈの数値が計測されました。 

          その汚染土壌の措置については東大和市の環境課 環境公害係と相談して

当該敷地内処置(汚染土壌をポリエチレン袋に入れ地中２０ｃｍ以上の深さに

埋め、その結果放射線量は０．１μSv／ｈ程度に低減)しました。 

          この為、当該地域の他の地点でも（特に雨樋の下で雨水がたまる様な環境で）、

マイクロスポットの存在があると推定致します。 

当該地域にある第二小学校及び第二中学校の校庭の放射線量は市のホームページ上で 

報告されており、その報告値は今回我々の測定値とほぼ同様の値になっております。 

    尚詳細な観測データの内容は本紙４項の測定結果及び関連付表並びに付図をご確認 

下さい。 

 

３． 測定関連事項 

 3.1  測定箇所 

   (1)  公園内の測定 

当該地域の公園を中心とした下記「１７か所」の放射線量を２台の放射線量計を２班

に分け測定しました。班別測定ポイントは以下の通りです。 

         公園名        公園自治会名        測定班分け 

 (a)  第一光ヶ丘公園      ；第一光ヶ丘自治会        ；第一斑 

 (b)  南街協和三丁目公園  ；協和三丁目自治会        ；第一斑 

 (c )  山王児童公園    ；協和二丁目自治会        ；第一斑 

 (d)  協和こども公園   ；協和一丁目地域         ；第一斑 

 (e)  新海道公園     ；新海道自治会          ；第一斑 

 (f)  末広二丁目公園   ；末広二丁目自治会        ；第一斑 

 (g) 末広児童公園    ；末広一丁目自治会         ；第一斑 

 (h) 協和公園      ；栄三丁目自治会（南街公民館前）  ；第一斑 

 (i)  栄こどもひろば   ；栄二丁目自治会         ；第二班 

 (j)  栄公園       ；栄一丁目自治会         ；第二班 

 (k) 桜みらい公園    ；オーベルグランディオ北側     ；第二班 
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 (l) ハンカチの木公園  ；プラウド地区自治会        ；第二班 

 (m) 桜が丘一丁目公園  ；東京ユニオンガーデン南側    ；第二班 

 (n) 青梅橋公園     ；ｸﾞﾗﾝﾊﾟｻｰｼﾞｭ南側(砂場)      ；第二班 

 (o) 青梅橋東公園    ；西武東大和ハイツ南側（砂場）   ；第二班 

公園以外の地域（この地域は東大和市ホームページに記載されておりません） 

 (p) 南街交番付近                     ；第一斑 

 (q) 東大和市駅前                     ；第二班 

 

(2)  側溝の上部測定 

当該全地域の側溝の放射線量測定；全１９７箇所を測定しました。 

 

 3.2  測定方法 

    地表から5ｃｍ及び１ｍの高さで１分毎に３回測定してその平均値をその時点の放射線量

としております。 

 

 

                           東大和市駅前での測定 

 

      公園内での測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  道路側溝上での測定 

 

 

                          公園内での測定 

                           

 

 

 

 

 

 

 

  図１；放射線量測定状況 



 9 

3.3  個別団体地域の放射線量測定の実施状況 

   個別団体独自に、その団体地域の会員の方が更に詳細に放射線量を測定しました。  

   (1) 東京ユニオンガーデン管理組合 

◎ 平成２３年１１月に測定を実施致しました。 

   (2) プラウド地区自治会 

◎ 平成２４年０１月に測定を実施致しました。 

   

 3.4  測定実施日 

    平成２３年７月から平成２４年３月末迄の測定は以下の通り１５回実施致しました。 

      ７月； ２７日(水)     

      ８月； ２４日(水)       市の放射線量計を借用して測定 

      ９月； ２６日(月)     

     １０月； ０５日(水)   ２０日(木)    

     １１月； ０８日(火)   ２４日(木)    

       １２月； ０８日(木)   ２７日(火）     今回購入した放射線量計 

        １月； １２日(木）  ２６日(木)      を使用して測定 

        ２月； ０９日(木）  ２４日(金）    

        ３月； １４日(水)   ２９日(木)    

 

 3.5  測定に参加した団体 

    以下の団体の皆様にご協力をして戴き放射線量を測定致しました。その参加延べ人数は 

約２００名に達しました。 

   (1)  南街公民館の｢街づくり懇談会｣ 

     (a) 南街公民館職員 

(b)  ｢街づくり懇談会｣のメンバーの皆様 

   (2)  第二小学校PTAの父母の皆様 

   (3)  第二地区青少年対策委員会の皆様 

   (4)  南街･桜が丘地域防災協議会参加団体の皆様 

 (a)  栄一丁目自治会 

 (b)  栄二丁目自治会 

 (c )   栄三丁目自治会 

 (d)  協和二丁目自治会 

 (e)  協和三丁目自治会 

 (f)  末広一丁目自治会 

 (g) 末広二丁目自治会 

 (h) 新海道自治会 

 (i)  親和自治会 

 (j)  東和自治会 

 (k) 大和通り自治会 

 (l)  ファインコート自治会 

     (m) 東京ユニオンガーデン管理組合 

     (n) 西武東大和ハイツ管理組合 

     (0)  ステイツ武蔵野東大和グランバサージュ管理組合 

     (p)  森永乳業社宅自治会 

     (q) 第一光ヶ丘自治会 
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     (r) プラウド地区自治会 

     (s) タガギ青梅橋マンション自治会 

     (t) タカギ第二青梅橋マンション自治会 

    (5)  その他一般市民の皆様（本事業賛同協力者の方） 

 

 3.6  測定に使用した線量計 

    以下の線量計は東大和市で標準的に使用しているもので、その線量計と同一のものを 

２台購入しました。 

(1)  線量計名称 

    ◎ 環境放射線モニタ「Radi」（PA-1000）；(株) 堀場製作所 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２；PA-1000 の外観図 

 

 

 

 

 



 11 

  (2)  線量計の仕様 

     使用した線量計の主要仕様は下表の通りです。 

                  表１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (3)  購入線量計の使用開始時期 

         平成２３年１０月の測定から今回購入の上記放射線量計の使用を開始致しました。 

     従いまして２３年７月から９月迄は東大和市役所より線量計を借用して測定を実施致

しました。 
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４． 各種測定結果 

 4.1  公園／個人宅関連 

  4.1.1  測定結果の考察 

    (1)  総括 

       南街･桜が丘地域は、地域全体の南側に桜が丘地域の高層マンション群があり、 

その北側に南街地域の低層平屋の家屋群で構成されております。 

       地形的にほぼ平坦な地域となっており、天然の海／山／川等は一切ないので、風雨

等が自然環境等で影響する要因は少ないと思われます。 

この為、地域全体として放射線量は極端に高くなるホットスポットやマイクロスポ

ットの発生はしにくい地域と考えておりましたが、 

一部地域で放射線量が０．２５μSvn／ｈ～0６７μSv／ｈのマイクロスポットが

発見されております。 

１０か月に亘る測定で当該地域は、平面的な大きな範囲での汚染地域は発見されま

せんでしたが、高放射線量が測定されるマイクロスポットが当該地域でもはありうる

事が判明致しました。 

今回南街･桜が丘地域の主に公園を中心とした１７箇所の定点測定の結果は、殆ど

の地点で０．１XX～O.O5XμSｖ/ｈの値であり、大きな問題となる値は観測されま

せんでしたので、この測定結果から当該地域全体的にほぼ同等の放射線量が観測され

ておりますが、上述の通りマイクロスポットは明らかに存在していると言えます。 

 

    (2)  当該地区の学校関連 

       当該地区には東大和市第二小学校及び隣接して東大和市第二中学校があります。 

これら学校での放射線量の観測結果は東大和市のホームページ報告されておりま

すが、今回我々が測定した公園の観測値とほぼ同等です。市内の他の学校ではマイク

ロスポットの存在が発見され汚染土壌の除染を行いましたが、当該地域内の第二小学

校及び第二中学校ではその様な事態は発生しませんでした。 

 

    (3)  公園での測定は定点で実施 

       当初公園の中心及び４隅を含めて試験的に測定しましたが、何れの地点もその測定

数字に大差がなかった為、公園のほぼ中心の定点観測の形で測定を進めました。 

 

    (4)  放射線量の差異 

       一般的に大きな建物の北側が高く、南側が低い傾向の数字が出ております。 

        例；オーベルグランディオの北側（桜みらい公園）の放射線量は 

高く(０．１XXμSv/ｈ)、東京ユニオンガーデンの南側(桜が丘一丁目公園の 

放射線量は低い（０.０５XXμSv/ｈ）と観測されております。 

この公園が当該地域で一番低い値を計測しております。 

 

    (5)  立木が多い場所の現象 

       東大和市駅前ロータリーでは測定の高さが５ｃｍより１ｍの方が高い放射線量が 

      観測されておりますが、これは駅前の環境が大きな立木が多い事がその要因と推測さ

れます。 

 

    (6)  季節的要因 

       福島原子力発電所は東大和市からは、北側となりますので、冬季の北風の 
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影響で放射線量が高くなるのではと推定しておりましたが、１月１２日の北風の強い

日の測定では５ｃｍより１ｍの方が放射線量が高くなる傾向が観測されました。結果

的に極端な放射線量の上昇は有りませんでしたが、今回の測定では冬の北風により多

少の放射線量増加がありました。尚大きな変化はないので健康面での心配はない様で

す。（但しこれは福島原子力発電所の状況が現状維持又は改善されると言う前提とな

りますが、現状において冷温停止とは言え建物は解放状態で放射線の放出は相変わら

ず続いている訳ですから安心は出来ません） 

 

    (7)  天候の要因 

     (a)  雨天の場合 

        雨天の場合の本格的な測定は行っておりませんが、地表が濡れていると高さ 

５ｃｍでは比較的高い数字が観測される傾向です。 

 

     (b)  強風の北風の場合 

        上述の通り１月１２日は北風が大変強い状況でしたが、測定の結果多くの地点で

５ｃｍより１ｍの高さの方が放射線量が高いとの数値が計測されました。 

  強風時には空間放射線量が高くなると言われて来ましたが、それが実証されたと

言えます。今回の強風時には、放射線量が今迄の測定データより高い事から、セシ

ウムを含有した空間浮遊物質が通常より多く飛散していたと推定致します。 

  

     (c)  雪上での測定 

        降雪時に雪上で放射線量を測定した結果、通常時と特に顕著な変化は見られませ

んでした。 

  

    (8)  雨水樋の下(個人宅) 

       ２０ケ所以上の場所で測定した結果下記の値を計測した箇所があり、それぞれ 

「市の除染基準」に沿って除染作業を行いました。 

    この様に本地域内でこの他にもマイクロスポットの存在はあると思われます。 

     ● ０．６５３μSv／ｈ 

     ● ０．４３７μSv／ｈ 

     ● ０．４３０μSv／ｈ 

     ● ０．３６０μSv／ｈ 

     ● ０．２５０μSv／ｈ 

     ● ０．６７０μSv／ｈ 

     ● ０．７５０μSv／ｈ(雨水浸透桝内) 
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 4.1.2  測定結果 

      詳細なデータは付表A1～A15をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    周囲環境；南側に３階建ての比較的大きなビルがありますが、その他の周囲は平屋の家屋。 

    詳細データ； 「付表A1～15」を参照。 

    測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.085μSv/h程度の値が測定されております。 

         １ｍ ；平均的に0.070μSv/ｈ程度の値が計測されております。 

 

                 測定ポイント 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周囲環境；比較的大きな立木があり、四方は平屋の木造家屋。 

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.085μSv/h程度の値が測定されております。 

     １ｍ ；平均的に0.070μSv/ｈ程度の値が計測されております。 

 

                   測定ポイント 
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周囲環境；公園の東側に第二小学校があり、その他は比較的離れて平屋の家屋。 

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.085μSv/h程度の値が測定されております。 

     １ｍ ；平均的に0.075μSv/ｈ程度の値が計測されております。 

 

                                 測定ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周囲環境；比較的大きな立木がありますが、周囲は平屋の木造家屋。 

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.085μSv/h程度の値が測定されております。 

     １ｍ ；平均的に0.075μSv/ｈ程度の値が計測されております。 

 

                 測定ポイント 
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周囲環境；比較的大きな立木がありますが、周囲は平屋の木造家屋。 

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.080μSv/h程度の値が測定されております。 

     １ｍ ；平均的に0.069μSv/ｈ程度の値が計測されております。 

 

                  測定ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周囲環境；低い立木がありますが、周囲は平屋の木造家屋。 

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.070μSv/h程度の値が測定されております。 

     １ｍ ；平均的に0.062μSv/ｈ程度の値が計測されております。 

 

                 測定ポイント 
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周囲環境；南側が１４階建のオーベルグランディオマンションで、その他の周囲は距離をおいて 

平屋の木造家屋。 

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.120μSv/h程度の値が測定され、この地点が当該地域で一番高い値

が計測されております。 

     １ｍ ；平均的に0.080μSv/ｈ程度の値が計測されております。 

                   

                   測定ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周囲環境；北側が１４階建のオーベルグランディオマンションで、その他の周囲は平屋の木造家屋。 

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.075μSv/h程度の値が測定されております。 

     １ｍ ；平均的に0.080μSv/ｈ程度の値が計測されております。 

 

                  測定ポイント 
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周囲環境；北側が 16 階建の東京ユニオンガーデンマンションで、南側は西武拝島線の高架線路で

その他の周囲に建物が無い。 

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.065μSv/h程度の値が測定され、この地点は当該地域で一番低い値

を計測しております。 

     １ｍ ；平均的に0.060μSv/ｈ程度の値が計測されております。 

 

                 測定ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周囲環境；比較的低い立木があり、周囲は平屋の木造家屋。 

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.080μSv/h程度の値が測定されております。 

     １ｍ ；平均的に0.072μSv/ｈ程度の値が計測されております。 

 

 

                 測定ポイント 
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周囲環境；比較的低い立木があり、周囲は平屋の木造家屋。 

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.083μSv/h程度の値が測定されております。 

     １ｍ ；平均的に0.067μSv/ｈ程度の値が計測されている。 

 

 

                    測定ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周囲環境；比較的低い立木があり、東側が南街公民館でその他は平屋の木造家屋。 

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.089μSv/h程度の値が測定されております。 

     １ｍ ；平均的に0.079μSv/ｈ程度の値が計測されております。 

 

 

               測定ポイント 
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周囲環境；欅の高い立木に囲まれ、東大和市駅は南側にあり、その他の周囲は開けております。 

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.070μSv/h程度の値が測定されております。 

     １ｍ ；平均的に0.077μSv/ｈ程度の値が計測され、５cmの距離より高い値が計測 

         されております。測定時殆どこの逆転現象発生しているのは、この地点のみ 

ですが、これは大きな立木に囲まれている事がその要因と推定されます。 

 

     測定ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周囲環境；南側に５階建てのビルがありその北側で測定、その他周囲は木造家屋。 

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.105μSv/h程度の値が測定され、この地点は当該測定点では比較的

高い値を示しております。これは測定ポイントが大きな建物の北側である事が

その要因と考えられます。 

     １ｍ ；平均的に0.088μSv/ｈ程度の値が計測されております。 

       

 

 

             測定ポイント 
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周囲環境；北側が14階建のグランパサージュマンションで、南側は西武拝島線の高架線路があり、

公園の周囲は木々で囲まれております。 

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.088μSv/h程度の値が測定されております。 

     １ｍ ；平均的に0.079μSv/ｈ程度の値が計測されております。木々が多い関係上多少

放射線量が高い傾向にあります。 

 

                測定ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周囲環境；北側が 16 階建の西武東大和ハイツで、南側は西武拝島線の高架線路があり、公園の周

囲は木々で囲まれております。  

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.095μSv/h程度の値が測定されております。 

     １ｍ ；平均的に0.093μSv/ｈ程度の値が計測され、比較的高い値が観測されておりま

す。この地点はビル風が強くその風も多少影響していると思えます。 

 

 

              測定ポイント 
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               測定ポイント 

 

 

 

 

 

 

周囲環境；公園は低層木造家屋に囲まれております。 

      この公園は面積的に小さい為、当初測定対象から外しておりましたが、市管理の公園

の為、１２月８日の時点から測定ポイントに加えました。 

詳細データ；「付表A1～15」を参照。 

測定評価 ５ｃｍ；平均的に0.055μSv/h程度の値が測定されております。 

     １ｍ ；平均的に0.052μSv/ｈ程度の値が計測され、比較的低い値をしめしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


